





























                                                        
(１) 六角恒広「東亜関係諸団体考古記」（１）～（６）『東亜時論』第 5 巻第 3 号～第 8 号、霞山会、1963
年 3 月～8 月。野間清「日清貿易研究所の性格とその業績――わが国の組織的な中国問題研究の第
















































精神』の究明―」『歴史公論』４（近代アジアのなかの中国と日本）第 5 巻 4 号（通巻 41 号）、雄山閣、
1979 年 4 月。ほかに東亜同文会及び東亜同文書院が刊行した資料について論じたものに、財団法人
霞山会編『東亜同文会史論考』（第 1部第 5章）、1998年、56-79頁。「東亜同文会の人事と事業」（東


































                                                                                                                                                                         
行研究としてあたる程度である。 
（4） 対支功労者伝記編纂会『対支回顧録』上・下、東亜同文会、1936 年（〔復刻版〕原書房、1968 年)。
趙軍は『対支回顧録』下の掲載人数が 832 名、『続対支回顧録』下が、213 名、『東亜先覚志士記伝』
下が 1,018 名と数えている。趙軍「近代日本と中国の一接点―大陸浪人、大アジア主義と中国の関係
を中心として―」『駒沢女子大学 研究紀要』第 2 号、1995 年。しかし、筆者が再度集計し直した掲載
人数は、『対支回顧録』下においては 822名で、うち、「鏡泊学園の犠牲者」の項（1433頁）の記載人数





 葛生能久『東亜先覚志士記伝』上・中・下、黒龍会出版部、1933 年、1935 年、1936 年（〔復刻
版〕原書房、1966 年)。黒龍会の機関誌については、櫻井良樹「黒龍会とその機関誌」『黒龍会関係資





 野口武「日清貿易研究所出身者の『立身』と教育機会（１）」『国際問題研究所紀要』第 147 号、

































                                                        
(9)
 「凡例」『対支回顧録』上、1 頁。『支那』27 巻の白岩の報告では、「明治三年支那と修好条規及び
通商章程の締結交渉を皮切りと致し、昭和六年満州事変に至る七十年間に亘る交渉事件と其の間に
活躍した先亡功労者八百十数名の事績を列伝的に編述した」と述べている。白岩龍平「対支回顧録出












































                                                        
(13)
 「凡例」『対支回顧録』上、1-2 頁。 
(14)
 「東亜同文会記事」『支那』第 26 巻第 2 号、1935 年２月、197 頁。 
(15)
 白岩龍平「対支回顧録出版一部完成に就いての報告」（霞山会館記事」）『支那』第 27巻第 5号、















































て発行部数を 1400部、120頁を増加し、購買者 700名、官庁寄贈 200、関係者 300、広告掲載及募集
用として 100 を配布した。このほか特殊出版物の刊行、調査編纂と出版引受、｢支那事情講習会｣、定
例講演会（支那談話会、公開講演会、学生支那問題講習会）、研究会（支那学術研究会、水曜研究
会及小委員会）が実施された。｢5-3-4 東亜同文会調査編纂部事業概要(昭和 7 年)｣『東亜同文会史・
昭和編』624 頁。 
(19)  1930 年代時期の白岩龍平については、中村義『白岩龍平日記 アジア主義実業家の生涯』研文
出版、1999 年（以下、『白岩日記』と略称）が最も参考になる。 
(23)


































                                                        
（24） 『白岩日記』1933 年 10 月 9 日の条、551 頁。 
（25） 『白岩日記』1933 年 10 月 19 日の条、554 頁。 
（26） 『白岩日記』1934 年 2 月 7 日、2 月 16 日の条、572-573 頁。 














































                                                        
（28）  『不退庵の一生』28 頁。 
（29）  『不退庵の一生』52 頁。満洲日報については、李相哲「営口『満洲日報』と中島真雄――満州に
おける初の日本人経営の新聞とその創刊者について」 『マス・コミュニケーション研究』 43号、 日本マ















































史科学協議会編集『歴史評論』614 号、校倉書房、2001 年 6 月。 
(31)
 同指摘は中村義による。『白岩日記』156 頁。 
(32)
 「東亜同文会記事」『支那』第 24 巻第 11 号、1933 年 11 月、108 頁。 
(33)










































 白岩龍平「対支回顧録出版一部完成に就いての報告」（霞山会館記事」）『支那』第 27巻第 5号、
1936 年 5 月、152 頁。 
(36)
 『白岩日記』1935 年 3 月 9 日、1935 年 3 月 11 日の条、1935 年 6 月 5 日の条、641、657 頁。また
原稿は「稿を改むること実に７回」に及んだという。『支那』第 27 巻第 5 号、1936 年 5 月、151 頁。 
(37)





























                                                        
(38)




 「東亜同文会記事」『支那』第 26 巻第 2 号、1935 年２月、197 頁。 
(40)




大日記-S10-1-23）。JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.C01003048500、昭和 10 年、「満受大日記 










































 同上史料、JACAR、Ref.C01003048500、0214 コマ目。『対支回顧録』下、寺田一郎の項、194 頁。 
(43)
 同上史料、JACAR、Ref.C01003048500、0225 コマ目。 
(44)
 『支那』（拡大特輯号：近衞霞山公記念誌）第 25 巻第 2 号、1934 年 2 月、『白岩日記』1934 年 1
月 9 日、10 日、19 日の条、567-569 頁、2 月 10 日、11日の条、572 頁。 
(45)
 『支那』（二十五周年記念号：追憶東方齋荒尾先生）第 25 巻第 10 号、1934 年 10 月、1-292 頁。
『白岩日記』1934 年 8 月 20 日、604 頁、9 月 7日の条、607 頁。 
(46)
 靖亜神社は、1934 年の近衞篤麿 30 周年記念の挙行を機に、同年 4 月、当時院長であった大内





































の白岩日記からもやりとりがなされていることが読み取れる（例えば、『白岩日記』1934 年 7 月 14日、11








点は他稿を期したい。これら詳細は、『支那』（靖亜神社建立記念号）第 26巻第 10号、1935年 12月。
また、戦後の状況については、村上武編『靖亜神社秋季大祭記念資料集』靖亜神社、1988 年。なお、
『東亜の先覚者 根津先生竝夫人』には 1939 年 4 月 11 日に東亜同文会哈爾賓支部で流された放送
が原稿化されている。ただし内容は荒尾、根津、近衞らと東亜同文会及び書院の設立経緯についてで
ある。宗像金吾編『東亜の先覚者 根津先生竝夫人』内外出版印刷株式会社、1943 年。 
(47)
 『白岩日記』1934 年 7 月 14 日、596 頁 11 月 26 日の条、621 頁。 
(48)
































                                                        
(49)





 『不退庵の一生』53 頁。 
(52)
 『不退庵の一生』54 頁。 
(53)
 『不退庵の一生』55 頁。1934 年 1 月 6 日の同文会理事会以後、近衞篤麿の祭典につき協議を重
ねる最中、2月 4日から黒龍会編纂の『先覚志士紀伝』を閲読しはじめ、2月 22日に読了している。『白































                                                                                                                                                                         





また、『東亜同文会史・昭和編』にまとめられている「表 1-6 収支予算（収支決算記載） 本部費経常支
出」には、1935年度の費目のひとつに「対支先覚者伝記編纂費」として 400円の費目が立てられている。





資料－解題」（摂津斉彦執筆）、「表 1-6 収支予算（収支決算記載） 本部費経常支出」、「表 1-8 収
支決算 本部支出」『東亜同文会史・昭和編』656、677-678、680-681 頁。 
(55)
 鶴見佐吉雄への出版補助依頼は、7 月 22 日に白岩と中島で啓明会の鶴見を訪問し、「伝記出版
の事に付書類を呈示して懇談を遂げた」とある。しかし、11 月 30 日に中島と白岩協議の上、白岩が撤
回の書類を鶴見へ送っている。また同日、伝記編纂に関して満鉄へ援助を近衛文麿に要請している。
『白岩日記』1935 年 5 月 15 日の条、11 月 30 日の条、652、666、688-689 頁。 
(56)




























                                                        
(57)
 『白岩日記』1935 年 12 月 12 日の条、690-691 頁。 
(58)













田武、森下笑吉、土井伊八、小川平吉、諸氏（順序不同）として『支那』27 巻 5 号に挙げられている。こ
のうち下線（筆者）が日清貿易研究所出身者である。 「対支功労者伝記編纂会」『支那』第 27 巻第 5







































                                                        
(60)
 『東亜先覚志士記伝』は 1936年 11月に刊行されるが、巻頭の内田良平の言に「編纂に着手してよ
り星霜茲に六閲年」とあり、およそ３年で刊行した『対支回顧録』よりも時間をかけている。この 1934 年２
月の段階で、両者の差異化が図られたと推察される。『白岩日記』1934 年 2 月 4 日、1935 年 2 月 11
日の条、571-572 頁。内田良平「跋」、葛生能久『東亜先覚志士記伝』黒龍会出版部、1936 年、1 頁。 
(61)








































                                                        
(62)



















④『旧植民地人事総覧』     
       記載例：台-1-88 ＝ 『旧植民地人事総覧』台湾編第1巻，88頁 
⑤「台湾総督府職員録系統」  
       職＝『台湾総督府職員録』 
       甲＝『職員録甲』 
       乙＝『職員録乙』 
       文＝『台湾総督府文官職員録』 
       所＝『台湾総督府及所属官署職員録』 




       芳賀登，杉本つとむ，森睦彦，阿津坂林太郎，丸山信，大久保久雄編『日本人物情
報大系』皓星社，1999年 
       記載例：企業家編39-326 ＝ 『日本人物情報大系』企業家編，39巻，326頁 






































































































































































































































































598 9 ○ ○ 50号 ＊『上海新報』50号には「池橋」で記載。
野口武「日清貿易研究所生一覧表の作成と『対支回顧録』編纂をめぐる若干の考察」，『OCCASIONAL PAPER』No.5，愛知大学国際問題研究所，2016年





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































○ ○ 50号 ＊昭和10年8月追悼録作成（未発見）。



















○ ○ 50号 『巨人荒尾精』17頁


















































































































































































































































































































14 ○ ○ 50号 ＊『上海新報』50号では「元島」の記載。

















































































































































































































































































































































































122 井上徳太郎 ○ 51号
123 岩崎唯一 ○ 51号
124 大石仲之介 ○
125 大沢大之輔 ○
126 大西禹造 台湾台北 10 ○
127 大西忠平 ○ 50号
128 岡田伝吉 ○ ○ 51号
129 熊井米蔵 ○ 50号





131 河野仙之助 （福岡） ○ 51号
132 佐藤謙造（謙三） ○ 50号
133 島田常三郎 ○
134 島谷治三九 ○
135 下田杢一 ○ 51号
136 外山八代吉 ○
137 竹添岳三郎 ○




142 橋本勝哉 ○ 51号
143 福田金三 ○
144 福原伴十郎 ○
145 藤井柳泉 ○ 50号



































151 森永卯八郎 ○ 50号
152 安村友次郎 ○
153 池野鹿郎 50号
◆　「日清貿易研究所生一覧表」項目の凡例
以下に同表の項目について述べておく。本表に関して、上述した点とあわせて以下の項目を作成して表に記載した。
（１）【No.】・【氏名】・【出身県】　　氏名については、全員の読み方を判別できなかった。このため、出身県別に並び替え、順不同で表記するものとし、その上で番号をふった。
（２）【出身地】　　出身地については、出典史料により表記が異なる。このため、原則1888年4月に実施された市町村制に依拠して表記した。また括弧内は現在の所轄地である。
（３）【戸籍】　　戸籍については、便宜上の目安として、原則1898年の戸籍法に依拠して判断した。
（４）【家系・身分】　　家系や身分について、一部史料表記上から判断できるものはそのままとし、判別しないものは一部出身地から判断した。
（５）【続柄】　　続柄について、「長男」「二男」「三男」「四男」と表記した。「次子」｢次男｣「二男」等の表記はすべて｢二男｣に統一した。
（６）【出生時期】・【没年時期/満年齢】　　出生時期・没年時期について、史料上判別できるものは表記した。没年がわかるものは満年齢を表記した。
（７）研究所参加前の経歴　　研究所参加後の経歴　経歴は、日清貿易研究所の参加前と参加後に分けて記載した。年号は和暦で統一した。
（８）各出典欄　　出典については、以下の史料を中心に記載し、出典頁（先頭頁のみ）を表記した。
　A：主要出典
　　①『対支回顧録』下　　　　　：先頭の出典頁を記載
　　②『続対支回顧録』下　　　　：先頭の出典頁を記載
　　③『東亜先覚志士記伝』下　　：先頭の出典頁を記載
　B：旧植民地統治に関与した人物は、台湾中央研究院近代史研究所のデータベース「台湾総督府職員録系統」及び『旧植民地人事総覧』で確認した。
　　④『旧植民地人事総覧』
　　　　　　　記載例：台-1-88　＝　『旧植民地人事総覧』台湾編第1巻，88頁
　　⑤「台湾総督府職員録系統」
　　　　　　　職＝『台湾総督府職員録』
　　　　　　　甲＝『職員録甲』
　　　　　　　乙＝『職員録乙』
　　　　　　　文＝『台湾総督府文官職員録』
　　　　　　　所＝『台湾総督府及所属官署職員録』
　　　　　　　記載例：甲M30-642　＝　『職員録甲』明治30年，642頁
　C：同時代的な人物伝として、皓星社のWebデータベースおよび『日本人物情報大系』を確認した。
　　⑥「皓星社データベース」
　　　　　　　芳賀登，杉本つとむ，森睦彦，阿津坂林太郎，丸山信，大久保久雄編『日本人物情報大系』皓星社，1999年
　　　　　　　記載例：企業家編39-326　＝　『日本人物情報大系』企業家編，39巻，326頁
　　　　　　＝中西利八編纂『財界人物選集』第5版、財界人物選集刊行会、1939年、1239頁
　D：以下の史料では日清貿易研究所生の氏名を確認することができる。登場人物の記載有無、出典頁を表記した。
　　⑦　『日清貿易研究所東亜同文書院沿革史』　：出典頁を記載
　　⑧「第一学期試験成績表」　：氏名の有無を記載（有＝○）
　　⑨『河野久太郎伝』卒業写真　：氏名の有無を記載（有＝○）
　　⑩『上海新報』　記載例：50号　＝　「日清貿易研究所現存生徒諸子の決心」『上海新報』第50号
　E：その他、すべてを銘記することができず遺漏は免れ得ないが、個別の出典史料として確認できるものは参考文献欄に記載した。
（９）【備考】　　備考欄には本人の称号や家族情報、史料上関係する内容について表記した。また、同表を作成するため、以下の参考文献を参照した。そのうち①～⑩までの通し番号は、同表の参考文献欄と対照している。
◆主要参考文献一覧：
①東亜同文会編『対支回顧録』下巻列伝，東亜同文会内対支功労者伝記編纂会，1936年（〔復刻版〕原書房，1968年)
②東亜同文会編『続対支回顧録』下巻列伝，対支功労者伝記編纂会，1941年（〔復刻版〕原書房，1973年)
③黒龍会編『東亜先覚志士記伝』下巻，黒龍会出版部，1936年（〔復刻版〕原書房，1966年）
④『旧植民地人事総覧』台湾編１・２，関東州編，日本図書センター，1997年
⑤「台湾総督府職員録系統」台湾中央研究院近代史研究所（http://who.ith.sinica.edu.tw/mpView.action ，2015年12月24日閲覧）
⑥「皓星社データベース」（http://www.libro-koseisha.co.jp/top01/main01.html ，2015年12月24日閲覧）
　芳賀登，杉本つとむ，森睦彦，阿津坂林太郎，丸山信，大久保久雄編『日本人物情報大系』皓星社，1999年
⑦松岡恭一編『日清貿易研究所東亜同文書院沿革史』東亜同文書院学友会，｢旧日清貿易研究所出身者｣1908年，9-15頁
⑧佐々博雄「熊本国権党系の実業振興策と対外活動――地域利益との関連を中心として――」『国士舘大学文学部人文学会紀要』（24），｢日清貿易研究所第一学期成績表｣（『佐々家文書』）1991
年，49頁
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